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プログラムの目的 

現在の研究課題では、心筋症の一つである心筋緻密化障害の病態解明をテーマとして、遺伝型・表現型

相関の解明および iPS 細胞と動物実験モデルを用いた機能解析を行い研究に取り組んできた。本プログ

ラムでは、ヒトの表面から見えない臓器である心臓について、どのように心臓の反応を体表から検出し、ど

のように解釈するのか、また、それが心臓の病気の一つである心筋症ではどのように異なるのか、といった

点を紹介することを目的とする。つまり、心臓の生理と病態について実習を通じて最新の知見を交えて体

感し掘り下げていく面白さを紹介したいと考えている。また、心筋細胞を用いた実験を行うことで仮説を実

証することの楽しさおよび魅力と治療方法を創出する面白さについても紹介することも目的としている。 

プログラムの実施の概要 

【実施内容】 

【背景・目的】 本プログラムは、ヒトの心臓についての関心を深め、実際の人体の心臓の生態情報を触れ

たり聞いたり、様々な機材を用いて読み取ることで心臓の生理機能および構造を理解し、心筋症の病態を

理解してもらうことを目的とする。また、iPS 細胞由来心筋細胞を用いて実験と観察を行うことにより、心筋

症の基礎研究について興味を持ってもらうことを目的とする。 

【講義】 プログラムの最初に、講義「心臓って何だろう？」を行い、心臓の生理機能および構造について

説明する。また、心筋症についても講義を行い、その病態と病因探求の重要性について理解してもらう。 







 

 

 

【事務との協力体制】 

研究振興部研究振興課が日本学術振興会との連絡調整、医薬系事務部経理・調達課が経費の管理と収

支簿の作成、医薬系事務部研究協力課が提出書類の確認等を行った。また、申込対応窓口やニュースリ

リース等の広報活動は病院事務部病院総務課病院総務チームが行った。 

 

【広報活動】 

募集案内の原稿を作成し、機関のホームページや広報誌に掲載した。病院総務課を通じて、記者会等に

プレスリリースを配信した。教育委員会及び近隣の学校に PR を行った 

 

【安全配慮】 

実習の安全確保のため、受講生 2人に対し 1人の割合で協力員を配置した。実験を行う際に白衣を着用

した。受講生と実施協力者を短期のレクリエーション保険に加入させた。 

また、新型コロナウイルスの感染防止策として以下について確認し遵守した。 

1. 会場へはマスクを着用して入る 

2. 会場に入る際、設置されているアルコール消毒液で手指消毒を行う 

3. 開催中は定期的な換気を行う 

4. 対面で発現する場合は、2 メートル以上の距離を取る 

5. 「３つの密」の回避を念頭に置き、身体的距離の確保に努め、動線を工夫する 

6. 参加者の検温と症状の有無を確認し、発熱等症状がみられるときは、参加を控えてもらう 

7. スイッチ、ドアノブ等の触れやすい器物の消毒に努める 

8. 参加者と連絡が取れる体制を確保する 

 

【今後の発展性・課題】 

・今後の発展性としては、参加した小学生はおおむね理解でき、興味を持っていたようなので、今回の基

礎的な内容に加えて、専門的な内容も取り入れていき、継続性を持たせたい。 

・課題としては、今後も参加者を増やして継続していきたいが、協力員と機材の確保に制約がある点が問

題である。 

 


